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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第77期

第２四半期連結
累計期間

第77期
第２四半期連結
会計期間

第76期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年９月30日

自平成20年７月１日
至平成20年９月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（百万円） 45,203 24,387 96,216

経常利益又は経常損失（△）（百万円） 234 404 △641

四半期純利益又は当期純損失（△）（百万

円）
267 336 △3,068

純資産額（百万円） － 32,297 32,159

総資産額（百万円） － 68,640 69,174

１株当たり純資産額（円） － 671.55 668.45

１株当たり四半期純利益又は１株当たり当

期純損失金額（△）（円）
5.57 7.00 △63.78

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 47.1 46.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,355 － 4,499

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
2,345 － △2,255

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△525 － △3,460

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（百万円）
－ 5,441 6,975

従業員数（人） － 2,436 2,427

　（注）１．売上高には、消費税等は含んでおりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．第77期第２四半期連結累計期間及び第77期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、第76期の潜在株式調

整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況 平成20年９月30日現在

従業員数（人）  2,436(774)

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、当第２四

半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

　

(2）提出会社の状況 平成20年９月30日現在

従業員数（人）  2,129(700)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者

数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、当第２四半期会計期間の平均人員を

（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の部門別に示しますと、次のとおりであります。

事業の部門の名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

住宅用厨房設備機器（百万円） 12,126

住宅用衛生設備機器（百万円） 2,003

業務設備機器（百万円） 212

合計（百万円） 14,343

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当社グループは、見込み生産を行っている為、記載を省略しております。

 

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の部門別に示しますと、次のとおりであります。

事業の部門の名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

住宅用厨房設備機器（百万円） 19,371

住宅用衛生設備機器（百万円） 2,379

業務設備機器（百万円） 2,318

その他（百万円） 318

合計（百万円） 24,387

　（注）１．主な相手先別の販売実績及び販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

金額（百万円） 割合（％）

住友林業株式会社 2,620 10.7

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

（1）業績の状況　

　当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）におけるわが国経済は、米国経済を

始めとする世界経済の減速や金融危機の深刻化なども絡み、株価の下落や原材料価格の上昇から、景況感は更に悪

化しつつ推移いたしました。

住宅市場におきましては、なおマンション等で影響が残りますが、改正建築基準法の影響は下火になり、新築住宅

着工戸数は昨年の大幅減少に対し、前年比増で推移しています。

また、住宅設備機器市場は、第１四半期連結会計期間の住宅着工戸数減少と従来からのリフォーム需要不振も加

わり、当第２四半期連結会計期間では販売環境が低迷し、厳しい状況が続いております。

　このような環境のなかで、当社グループは「変革への挑戦」として、これまで大きな成果を上げてきた「生産革

新」に加え、今年度より「販売」・「調達」・「開発・生産」・「業務」の全社横断的な４つの革新活動を推進し

ております。

商品面では平成20年５月に、主力商品である中級システムキッチン「サンヴァリエ<ピット>」の機能性・デザイ

ン性を大巾に刷新したモデルチェンジを行い上市いたしました。

また、４つの革新活動により、資材価格の上昇という厳しい環境下でありましたが、固定費を中心にコストダウン

に取り組み成果を得ることができました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の経営成績は売上高243億８千７百万円、営業利益４億５千万円、経常利益

４億４百万円、四半期純利益は３億３千６百万円となりました。

（2）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は54億４千１百万円となり、第１四半期連結会

計期間末と比較して11億９百万円の減少となりました。

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は12億４千３百万円の支出となりました。主なプラス要因は税金等調整

前四半期純利益６億２千６百万円、仕入債務の増加額８億４千９百万円であり、主なマイナス要因は未収入金の増

加額９億７百万円、売上債権の増加額13億４千１百万円であります。

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は４億７千２百万円の収入となりました。主なプラス要因は有形固定資

産等の売却による収入５億１千９百万円であります。

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は３億３千６百万円の支出となりました。主なマイナス要因は長期借入

金の返済額２億１千５百万円、社債の満期到来による償還額８千万円であります。　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において重要な変更及び新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題は、特に

ありません。

（4）研究開発活動 　

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億８千１百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し　

　当社グループを取り巻く事業環境として、当社の経営に重要な影響を与えるものは、新設住宅着工戸数とリフォー

ム需要があります。前者は昨年６月の改正建築基準法により大きく落ち込み、現在は持ち直してきましたが、住宅設

備機器市場は未だ低迷しております。リフォーム需要は、昨今の消費マインドの冷え込みにより、こちらも伸び悩ん

でおります。住宅設備機器の需要環境は、今後、新設住宅着工の回復により上向くと思われますが、全体としてはま

だ厳しい状況が続くと考えられます。また、諸資材の値上がりが続いており、今年度中は収益に影響を及ぼすものと

考えられます。

　当社グループとしましては、これらの状況を踏まえて、売上高が低迷しても利益が出せる体質づくりを進めており

ます。　

（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①資金の流動性について

当社グループは、運転資金については原則「営業活動によるキャッシュ・フロー」を原資とすることとしてお

り、当第２四半期連結会計期間においては、短期の手元流動性については安定的に推移いたしました。

　なお、手元流動性を確保する手段として、債権流動化、コミットメント・ライン、当座貸越枠など複数の資金調達

手段を備えております。

②資金の調達

当第２四半期連結会計期間においては特段の資金調達は行っておりません。

（7）経営者の問題認識と今後の方針について

　昨年度の住宅着工戸数の激減は逐次修正されておりますが、今後、住宅着工戸数は漸減傾向にあると思われます。

また、リフォーム需要も盛り上がりに欠け推移していくと考えております。

　これらの状況から住宅設備機器需要は減少し、売上高は低迷が続くと想定しております。

　こうした中でも確実に利益を上げるための施策としてコストを抜本的に見直し、加えて確かな内部統制を維持で

きるスリムな業務の実現を図るべく「業務の変革」に着手しました。これらの施策を元に本年より「サンウエーブ

変革活動」を推進しています。  

　当社グループは人財・設備等への適正な経営資源の投入を実行し継続性のある企業グループを実現してまいりま

す。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、当社は、以下の主要な設備を売却しております。

事業所名
(所在地)

事業の種類別セグメントの名
称

設備の内容
帳簿価額(百万円)

従業員数
(人)

土地
(面積千㎡)

合計

中部物流センター跡地

（愛知県犬山市）
その他 物流センター跡地

37

(743.78)

37

(743.78)
－ 

旧戸田製作所駐車場

（埼玉県戸田市）
その他 駐車場

24

(2,793.28)

24

(2,793.28)
－

(注）１．金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 50,396,500 50,396,500
東京証券取引所

（市場第一部）
－

計 50,396,500 50,396,500 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成20年７月１日

～

平成20年９月30日

－ 50,396,500 － 13,852 － 12,352
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（５）【大株主の状況】

 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

日新製鋼（株） 東京都千代田区丸の内三丁目４番１号 16,823 33.38

サンウエーブ取引先持株会 東京都千代田区猿楽町二丁目６番10号 2,845 5.65

日本トラスティ・サービス信託銀行

（株） 
東京都中央区晴海一丁目８番11号 2,204 4.37

双日（株） 東京都港区赤坂６丁目１番20号 1,500 2.98

(株）三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 1,172 2.33

サンウエーブ自社株投資会 東京都千代田区猿楽町二丁目６番10号 1,125 2.23

日本興亜損害保険(株） 東京都千代田区霞が関三丁目７番３号 843 1.67

三菱ＵＦＪ信託銀行(株） 東京都港区浜松町二丁目11番３号    810 1.61

シービーエヌワイディエフエイイン

ターナショナルキャップバリュー

ポートフォリオ

（常任代理人　シティバンク銀行

(株）） 

1299 OCEAN AVENUE ,11F, SANTA MONICA, CA

90401 USA

（東京都品川区東品川二丁目３番14号） 

702 1.39

日本生命保険（相） 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 608 1.21

計 － 28,632 56.82

　（注）１．上記所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　日本トラスティ・サービス信託銀行（株）2,115千株

２．上記のほか自己株式2,302千株があります。

EDINET提出書類

サンウエーブ工業株式会社(E02370)

四半期報告書

 9/25



（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 2,302,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 47,347,000 47,343 －

単元未満株式 普通株式 747,500 － －

発行済株式総数 50,396,500 － －

総株主の議決権 － 47,343 －

（注）１．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式637株が含まれております。

　２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれております。なお、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれておりません。

 

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

サンウエーブ工業（株）
東京都千代田区猿楽町

二丁目６番10号
2,302,000 － 2,302,000 4.57

計 － 2,302,000 － 2,302,000 4.57

（注）当第２四半期末日現在の保有自己株式数は2,302千株です。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 152 174 215 195 182 156

最低（円） 133 140 156 159 142 125

　（注）　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７

条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,581 6,975

受取手形及び売掛金 25,728 25,077

商品及び製品 1,832 1,795

仕掛品 306 424

原材料及び貯蔵品 1,995 1,532

繰延税金資産 521 603

その他 4,180 1,212

貸倒引当金 △13 △8

流動資産合計 40,134 37,613

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 7,024

※1
 7,223

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 2,901

※1
 3,197

土地 10,096 12,638

その他（純額） ※1
 724

※1
 406

有形固定資産合計 20,746 23,466

無形固定資産

ソフトウエア 1,189 1,312

その他 96 91

無形固定資産合計 1,285 1,404

投資その他の資産

投資有価証券 1,224 1,275

繰延税金資産 1,542 1,565

その他 4,174 4,260

貸倒引当金 △467 △410

投資その他の資産合計 6,473 6,690

固定資産合計 28,506 31,561

資産合計 68,640 69,174
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,799 11,406

短期借入金 ※2
 5,000

※2
 5,000

1年内償還予定の社債 750 330

1年内返済予定の長期借入金 182 352

未払法人税等 126 156

賞与引当金 766 1,000

特別クレーム補償引当金 198 292

その他 2,860 3,313

流動負債合計 21,683 21,851

固定負債

社債 ※2
 2,000

※2
 2,625

長期借入金 ※2
 5,157

※2
 5,248

退職給付引当金 6,596 6,651

役員退職慰労引当金 8 8

製品保証引当金 588 598

その他 308 32

固定負債合計 14,659 15,163

負債合計 36,343 37,014

純資産の部

株主資本

資本金 13,852 13,852

資本剰余金 12,464 12,464

利益剰余金 6,790 6,523

自己株式 △671 △668

株主資本合計 32,436 32,171

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △56 △17

繰延ヘッジ損益 △82 5

評価・換算差額等合計 △139 △12

純資産合計 32,297 32,159

負債純資産合計 68,640 69,174
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 45,203

売上原価 31,176

売上総利益 14,027

販売費及び一般管理費 ※1
 13,818

営業利益 209

営業外収益

受取利息 5

受取配当金 87

その他 174

営業外収益合計 268

営業外費用

支払利息 130

売上割引 67

その他 44

営業外費用合計 242

経常利益 234

特別利益

固定資産売却益 506

貸倒引当金戻入額 9

特別利益合計 515

特別損失

固定資産除却損 202

投資有価証券評価損 2

ゴルフ会員権評価損 5

貸倒引当金繰入額 35

特別損失合計 244

税金等調整前四半期純利益 505

法人税、住民税及び事業税 59

法人税等調整額 177

法人税等合計 237

四半期純利益 267
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 24,387

売上原価 16,993

売上総利益 7,393

販売費及び一般管理費 ※1
 6,943

営業利益 450

営業外収益

受取利息 4

受取賃貸料 20

仕入割引 12

信託受益権償還益 18

その他 26

営業外収益合計 82

営業外費用

支払利息 66

売上割引 33

その他 28

営業外費用合計 128

経常利益 404

特別利益

固定資産売却益 440

特別利益合計 440

特別損失

固定資産除却損 171

投資有価証券評価損 2

ゴルフ会員権評価損 5

貸倒引当金繰入額 39

特別損失合計 218

税金等調整前四半期純利益 626

法人税、住民税及び事業税 16

法人税等調整額 273

法人税等合計 289

四半期純利益 336
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 505

減価償却費 1,212

賞与引当金の増減額（△は減少） △233

退職給付引当金の増減額（△は減少） △54

貸倒引当金の増減額（△は減少） 62

製品保証引当金の増減額（△は減少） △9

特別クレーム補償引当金の増減額（△は減少） △93

受取利息及び受取配当金 △93

支払利息 130

支払手数料 17

固定資産除売却損益（△は益） △304

売上債権の増減額（△は増加） △648

たな卸資産の増減額（△は増加） △383

仕入債務の増減額（△は減少） 393

未収入金の増減額（△は増加） △2,946

その他 △779

小計 △3,225

利息及び配当金の受取額 93

利息の支払額 △132

法人税等の支払額 △90

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,355

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △140

投資有価証券の取得による支出 △3

有形及び無形固定資産の取得による支出 △283

有形固定資産の売却による収入 2,949

長期前払費用の取得による支出 △222

貸付けによる支出 △3

貸付金の回収による収入 48

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,345

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △261

社債の償還による支出 △205

自己株式の取得による支出 △2

リース債務の返済による支出 △55

配当金の支払額 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △525

現金及び現金同等物に係る換算差額 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,533

現金及び現金同等物の期首残高 6,975

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 5,441
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価の方法 

　たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価

法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として

総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの

方法）により算定しております。

　これによる損益に与える影響はありません。　

 (2)リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準

第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及

び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が

平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準

等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファ

イナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐

用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前のリース取引で、これらの会計基

準等に基づき所有権移転外ファイナンス・リース取引と判定されたものについては、従

来通り賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を採用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。　
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間 
（自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日）

たな卸資産の評価方法 　たな卸資産の簿価切下げに関して、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却

価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。
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【追加情報】
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社の機械装置については、従来、耐用年数を４～13年としておりましたが第１四半期連結会計期間より４～11年に変

更しました。

　この変更は減価償却資産の耐用年数等に関する省令の改正を契機として、資産の利用状況等を見直した結果に伴うもの

であります。　

　これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ16百万円減少しております。　

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、26,214百万円であ

ります。なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が

含まれております。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、26,533百万円であ

ります。なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が

含まれております。

 ※２．財務制限条項

 (1)　社債

　社債のうち、2,000百万円には財務制限条項がついて

おり、下記財務制限条項３つのうち２つに抵触した場

合、借入先の要求に基づき、社債を分割償還することが

あります。当該条項は以下のとおりであります。

 （条項）

 （イ）貸借対照表において、自己資本比率が12.5％未満に

ならないこと。

 （ロ）損益計算書における営業損益および経常損益の額

が、両方とも同時にマイナスとならないこと。

 （ハ）有利子負債償還年数が０年以上９年以下を維持する

こと。年数の計算式は以下のとおりとする。

 有利子負債償還年数＝

（総有利子負債－正常運転資金「注１」－余剰現預

金「注２」)「注３」÷(税引後当期利益＋減価償却

費－社外流出「注４」)

 ※２．財務制限条項

 (1)　社債

同左

 注１　正常運転資金＝売掛金＋受取手形(割引手形を除く)

＋たな卸資産－買掛金－支払手形(設備支払手形を

除く)ただし、正常運転資金<０の場合は、正常運転資

金＝０とする。

 注２　余剰現預金＝現預金－月商１か月分　ただし、月商１

か月＞現預金の場合は余剰現預金＝０とする。

 注３　総有利子負債－正常運転資金－余剰現預金＜０の場

合は０とする。

 注４　社外流出＝役員賞与＋支払配当金
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当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

 (2)　短期借入金

  短期借入金には財務維持条項がついております。当

該条項は以下のとおりであります。

 （条項）

 （イ）年度の損益計算書上の営業損益及び経常損益のいず

れか一方もしくは双方に関して、２期連続して損失

とならないこと。なお、これには当該基準年度の直前

の年度の決算期にかかる単体の営業損益に関して損

失を計上した場合に、当該基準年度の決算期にかか

る単体の経常損益に関して損失を計上すること、及

び当該基準年度の直前の年度の決算期に単体の経常

損益に関して損失を計上した場合に、当該基準年度

の決算期にかかる営業損益に関して損失を計上する

ことは含まれない。

 (2)　短期借入金

同左

 （ロ）年度の連結損益計算書上の営業損益及び経常損益の

いずれか一方もしくは双方に関して、２期連続して

損失とならないこと。なお、これには当該基準年度の

直前の年度の決算期にかかる連結の営業損益に関し

て損失を計上した場合に、当該基準年度の決算期に

かかる連結の経常損益に関して損失を計上するこ

と、及び当該基準年度の直前の年度の決算期に連結

の経常損益に関して損失を計上した場合に、当該基

準年度の決算期にかかる営業損益に関して損失を計

上することは含まれない。

 

 (3)　長期借入金

　長期借入金のうち、5,000百万円には財務維持条項が

ついております。当該条項は以下のとおりであります。

 （条項）

 （イ）単体及び連結の貸借対照表における資本の部の金額

が、直前の年度決算期末における単体及び連結の貸

借対照表における資本の部の金額、または2004年３

月期決算期末における単体及び連結の貸借対照表に

おける資本の部の金額のいずれか高いほうの金額の

　75％をそれぞれ下回らないこと。

 （ロ）単体及び連結の損益計算書における営業損益が、２

期連続して損失とならないこと。

 （ハ）単体及び連結の損益計算書における経常損益が、２

期連続して損失とならないこと。

 (3)　長期借入金

同左

　３．コミットメントライン契約

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行他５行と契約している

コミットメントライン契約の特定融資枠契約の総額お

よび借入実行残高は以下のとおりです。

　３．コミットメントライン契約

当連結会計年度中に到来した第４回無担保転換社債

（6,856百万円）の償還に伴い、株式会社三菱東京ＵＦ

Ｊ銀行他５行と契約しているコミットメントライン契

約のうち、50億円を借入実行いたしました。

特定融資枠契約の総額 10,000百万円

借入実行残高 5,000 

差引額 5,000百万円

特定融資枠契約の総額 10,000百万円

借入実行残高 5,000 

差引額 5,000百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給与手当 4,158百万円

賞与引当金繰入額 592 

退職給付引当金繰入額 448 

貸倒引当金繰入額 36 

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給与手当 2,041百万円

賞与引当金繰入額 463 

退職給付引当金繰入額 229 

貸倒引当金繰入額 32 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

（百万円）

現金及び預金勘定 5,581

預入期間３か月を超える定期預金 △140

現金及び現金同等物 5,441

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 50,396 千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 2,302千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。　

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　住宅設備関連事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計

額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 671.55円 １株当たり純資産額 668.45円

 

２．１株当たり四半期純利益金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5.57円 １株当たり四半期純利益金額 7.00円

　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純利益（百万円） 267 336

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 267 336

期中平均株式数（千株） 48,103 48,097

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月14日

サンウエーブ工業株式会社

取締役会　御中
 

あずさ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 富山　正次　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 筆野　　力　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 原田　清朗　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンウエーブ工業株

式会社の平成20年4月1日から平成21年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成20年7月１日から平成

20年9月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成20年4月1日から平成20年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンウエーブ工業株式会社及び連結子会社の平成20年9月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間の経営成績並びに第2四半期連結累計期間

のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、当社が、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別

途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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